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1 はじめに
IoTとは，Internet of Thingsの略称である．電子機器

や設備などがインターネットに接続し，サーバと相互に通
信することで，IoTデバイスの制御を行う．そして，人に
新しいサービスや情報を提供する．IoTデバイスとは，セ
ンサと通信機能を持ったモノのことである．IoTデバイス
には，私たちが普段使用する電子機器に加え，照明や空調
といった備え付けの機器などがある．また，IoTは製造業
や小売業，医療，農業などの様々な分野へ普及が進んでお
り，新しいビジネスを生みだす技術として注目されている．
それに伴い，多くの企業への IoTシステムの導入が進んで
いる．しかし，企業への IoTシステムの導入は高い技術力
と多くのコストが必要となる．そこで，IoTシステムの一
部をクラウドサービスとして提供する IoTプラットフォー
ムが登場した．IoTプラットフォームは，IoTシステムの
導入に必要となる技術を提供する．その結果，IoTシステ
ムの導入にかかるコストを削減することが可能となる．本
稿では，IoTプラットフォームの特徴および利用すること
によるメリットを述べる．

2 従来の IoTシステム
IoTシステムを導入する場合，目的にあった多様なデー

タを収集するため，IoTデバイスを様々な場所に取り付け
る必要がある．Fig.1に示すように，IoTシステムでは，ま
ず，様々な場所に取り付けた IoTデバイスがネットワーク
を経由して，サーバにデータを送信する．次に，サーバは
受信したデータの保存あるいは解析を行う．最後に，デー
タの解析結果を元に，サーバは IoTデバイスに制御信号を
送信する．

Fig.1 従来の IoTシステム構成

従来の IoTシステムでは，サーバやネットワークは自社
で用意する必要があった．そのため，従来の IoTシステム
の導入には高い技術力が必要となるセキュリティやデータ
ベース，ネットワークの構築やデータ処理のリアルタイム
性が課題となる．また，従来の IoT システムでは導入の
初期費用だけでなく，運用や保守にも多大なコストがかか
る．従来の IoTシステムの導入における様々なコストを以
下に示す．

• 通信機器やセンサ等のハードウェアにかかるコスト
• 通信回線の利用にかかるコスト
• データの集積と分析にかかるコスト
• システムやアプリケーションの開発コスト
• システムの運用・保守にかかるコスト

従来の IoTシステムの導入には，技術的問題の解決やコ
ストの削減を行う必要があった．そこで，従来の IoTシス
テムの導入に必要であった機能の一部を，クラウドサービ
スとして提供する IoTプラットフォームが登場した．

3 IoTプラットフォームの概要
IoT プラットフォームは，IoT システムの導入に必要
な様々な機能をクラウド上で提供するプラットフォーム
サービスである．Fig.1に示す従来の IoTシステム構成で
は，ネットワークやサーバ，データ集積，解析のサービス
などは自社で構築する必要があった．一方で，Fig.2 に示
す IoTプラットフォームを用いた IoTシステム構成では，
ネットーワークやサーバ，データベースは，IoTプラット
フォームにより提供される．そのため，ネットワークや
サーバ，データベースの構築にかかるコストの削減が可能
である．また，IoTプラットフォームが提供する様々な機
能を用いることで，IoTシステムの構築にかかる開発の工
程を短縮することが可能となる．
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Fig.2 IoTプラットフォームを用いた IoTシステム構成
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また，IoTプラットフォームは，様々な IoTデバイスと
通信するためのプロトコルや，IoTデバイスから集めた大
量のデータを集積する機能を提供している．さらに，集積
したデータを解析するサービスも IoTプラットフォームが
提供しているため，データの可視化が可能になる．また，
IoTプラットフォームの料金形態の多くが従量課金制であ
るため，ユーザは IoTシステムの導入に必要な機能だけを
利用することでコストを削減できる．
　代表的な IoTプラットフォームには，AWS IoT（Ama-

zon Web Services）や Azure IoT（Microsoft）などがあ
る．また，工場向けに特化した製品では，FIELD system

（FANUC）や Predix（GE社）などがある．

4 IoTプラットフォームの技術要素
IoTプラットフォームは，PaaS1) の中でも IoTに特化
したクラウドサービスである．PaaS とは，サーバやネッ
トワークなどのインフラ設備に加え，OS やミドルウェア
を提供するクラウドサービスである．PaaS を IoT に特
化させるための通信プロトコルとして，MQTT がある．
MQTT を利用するためには，メッセージの送信側と受信
側を仲介するプロキシサーバであるMQTTブローカが必
要となる. IoTプラットフォームは MQTTブローカをク
ラウドで提供する．これにより，MQTT を利用した通信
が可能となる．
　 MQTT では Pub/Sub 型メッセージングモデルとい
う非同期メッセージ型通信を行う．Pub/Sub 型とはメッ
セージの送信側と受信側に分かれるメッセージングの仕組
みである．IoTシステムにおけるMQTTのデータのやり
取りを以下の Fig.3に示す．
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Fig.3 MQTTプロトコルを利用した IoTシステム

メッセージの送信側はMQTTブローカにメッセージを
任意のタイミングで送信するだけで良い．MQTT ブロー
カがメッセージを受信した場合，受信側にメッセージを即
座に配信するため，リアルタイム通信が実現される．この
とき，送信側が送信するメッセージにはトピックと呼ばれ
るカテゴリが付けられる．また，受信側は指定したトピッ
クを持つメッセージのみを受信することが可能である．送
信者がトピックを付けたメッセージを送る際に，そのト
ピックと同一のトピックを指定した受信者が複数存在した
とする．この場合，送信者はMQTTブローカにメッセー

ジを 1度送信するだけで，MQTTブローカが複数の受信
者にメッセージを一斉に配信する．これにより，MQTT

において 1対多通信の実現が可能となる．さらに，MQTT

では，メッセージの送信側と受信側を入れ替えることで双
方向通信が可能となる．

5 IoTプラットフォームの導入事例
現在，AEDの IoT化が進んでいる．フクダ電子株式会
社が販売する AED は，KDDI 株式会社の IoT プラット
フォームである KDDI IoT クラウド Creator2) を利用し
ている．KDDI 株式会社の IoT プラットフォームを利用
することで，AED の稼働状況の監視や位置情報の管理が
容易になる．これにより，AED を適切に管理でき，緊急
時に AEDが作動しないという事故を未然に防ぐことが可
能となった．
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Fig.4 IoTプラットフォームを利用した AEDの IoT化

従来は，AED の日常点検と消耗品の交換を点検担当者
が行う必要があった．しかし，AEDを IoT化することで，
Fig.4 に示すように，AED から出力される自己診断情報
や位置情報をサーバに送信することが可能となった．これ
により，異常発生や消耗品の有効期限が近づいた場合に，
AED の設置者はアラートメールの受信や，当該 AED の
設置場所の特定が可能となった．さらに，管理画面では点
検日報・月報の確認もできるようになった．

6 今後の展望
近年，センサやネットワーク，クラウドコンピューティ
ングなど IoTを支える技術の発達にともない，IoTの普及
が進んでいる．製造業や小売業，農業，医療，交通，防災
など様々な分野で IoTは導入され，広く社会を変えていく
と推測される．これにともない，IoTプラットフォームの
需要も高まっていくと考えられる．さらに，各分野で目的
に見合った IoTプラットフォームを提供する企業は増加す
ると考えられる．今後は IoTプラットフォームを利用する
ことで，多種多様な IoTシステムの導入が進んでいくと考
えられる．
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